
 

 

 

 

平成１８年度 

 

 

 

 

 

―第２回― 

 

 

 

 

 

 

 

「食育の推進や食の安全に関する取組への期待について」 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県 知事政策局 広報広聴課 

 

 

 

 

 

 

 

 

県民アンケート調査報告書 



 

 

 

 

目次 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

 

Ⅱ 調査結果 

問１  食育の認知度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 問１―付問 知るきっかけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

問２  食育の関心・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 

 問 2―付問 関心がある理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

 問３  食育推進の取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 問４  食育月間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

 問５  食育の日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

 問６  禁煙・分煙の取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

問７  食品の安全性に対する認識・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

 問８  県からの情報提供について・・・・・・・・・・・・・・・・・３０ 

 問９  情報提供の内容について・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

 問１０ 情報提供の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

 問１１ 条例の認知度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０ 

 問１２ 食育の推進や食の安全に関する自由意見・・・・・・・・・・・４２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 利用にあたって 

１ 結果は百分比で表示した。表及び解説の百分比は小数点第２位を四捨五入したため、 

合計が１００％に過不足することがある。 

 ２ ｎ（number of cases）は、回答者数を示し、百分比算出の基礎となっている。 

 ３ １人の対象者に２つ以上の回答を認めたものは、その百分比の合計は１００％を超 

  える。 
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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査項目 

「食育の推進や食の安全に関する取組への期待について」 

２ 調査目的 

  今年度、県では「にいがた食の安全・安心条例」に基づき食の安全・安心に関する施策

を総合的かつ計画的に推進するための基本計画を策定するとともに、国の食育基本法の制

定に基づき、食育推進計画を策定することとしています。 

今回のアンケート調査により、県民の皆様の食育に対する意識や食の安全に関する情報

提供のニーズを把握し、その結果は、それぞれの計画に県民の皆様の意見を反映させるた

めの基礎資料として活用します。 

３ 調査期間 

  平成１８年８月２日（水）から８月１６日（水）まで 

４ 調査方法 

   郵便法 

５ 調査対象者 

  県民アンケート調査協力員（300 人） 

６ 回答者数 

  ２８３人 

７ アンケート調査回答者の構成 

対象者 回答者 

実数（人）
構成比

（％） 
実数（人）

構成比

（％） 

回収率（％）
 

300 100.0 283 100.0 94.3 

男  性 150 50.0 141 49.8 94.0 性

別 女  性 150 50.0 142 50.2 94.7 

２０～３９歳 88 29.3 78 27.6 88.6 

４０～５９歳 104 34.7 101 35.7 97.1 

年

齢

別 ６０歳 以上 108 36.0 104 36.7 96.3 

下越地区 43 14.3 38 13.4 88.4 

新潟地区 98 32.7 96 33.9 98.0 

中越地区 94 31.3 89 31.4 95.7 

魚沼地区 21 7.0 21 7.4 91.3 

上越地区 36 12.0 33 11.7 91.7 

地

区

別 

佐渡地区 8 2.7 6 2.1 85.7 
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８ 調査結果概略 
 

●「食育」に関すること 

 【食育の認知度】 

昨年度県民アンケート結果（調査サンプル数188）と比較すると、 

「言葉も意味も知っていた（⑰ 45.7% → ⑱ 34.3%）」 

「言葉は知っていたが意味は知らなかった ⑰ 29.3％ → ⑱ 47.3%」 

であり、言葉の意味まで理解している人は減少傾向であるが、言葉の認知度は 

⑰ 75.0% → ⑱ 81.6% と、若干上昇傾向である。 

 

【食育への関心度】  

昨年度より微増傾向（⑰ 70.9% → ⑱ 83.7%）である。関心がある理由として、 

回答者の7割以上が「子供の心身の健全な発育」「食生活の乱れ」を挙げている。 

 

【食育を知るきっかけ】 

   「テレビ（68.4%）」「新聞（58.9%）」のマス媒体が中心である。 

 

  【食育月間と食育の日の認知度】 

   「食育月間」については70.9%が、「食育の日」については84.1%が、言葉も月日も

「知らなかった」と回答しており、周知の不足が推測される。 

 

  【食育推進の取り組み】 

   求められる取り組みとして、「食習慣の改善（67.5%）」「食品の安全性に関する知識の

普及（53.0%)」を挙げている。 

 

  【「食育」に関する自由意見（抜粋）】 

   ・学校や保護者が一体となった、低年齢層からの具体的な教育・指導を求める 

   ・ＰＲに際しては、興味を持てることや、気軽に参加できるような内容などの検討を 

   ・子供だけでなく、大人も意識改革しなければならない 

   ・食への感謝の念、マナーなど総合的な食育指導や、学校教育でのカリキュラム化 

 

 ●禁煙・分煙の取り組み 

   「喫煙者に自身や周囲の人への健康被害について十分理解してもらう」が39.9%と最

も多く、「喫煙スペースを設置する」が24.4%と続いている。 

「健康被害への理解」に関しては、性別で見ると、女性の比率が全体に比べやや高く

（44.4%）、また年代別で見ると、60歳以上で高くなっている（55.8%）。また「喫煙

スペースを設置する」に関しては、20～39歳層の比率が高くなっている（37.2%）。 
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 ●食の安全性に関すること 

  【安全性に対する認識】 

   全体の94.7%が、食品の安全性に多少なりとも不安感を抱いている（昨年度調査では

「不安がある」と回答した割合70.6%）。特に大きな不安要素として「食品添加物の使用

（61.9%）」「農薬の残留（40.7%）」「表示や説明の信ぴょう性（38.4%）」が挙げられ

た（昨年度調査でも同様の順）。 

 

  【情報提供の内容・方法】 

   「十分だと感じている」「ほぼ十分だと感じている」のと感じている方が、13.5%にと

どまっている（「不十分だと感じている（57.8%）」、「わからない（26.5%）」）。 

   また、県から求める情報提供の内容では、「食品添加物の使い方や安全性（55.8%）」

「輸入食品の安全確保の取組（49.5%）」「食品表示の見方（46.6%）」をはじめ、多岐

にわたっている。 

   情報提供の方法については、食育と同様に「新聞（72.1%）」「テレビ（66.8%）」の

マス媒体のほか、「行政機関の発行している広報誌（50.5%）」を希望している。 

 

   食の安全・安心に関しては、食に関する相次ぐ不祥事のマスコミ報道などを通して関

心が高まっており、素早い情報提供・公表、チェック・指導機能の強化が県に求められ

ていることが、調査結果よりうかがえる。 

 

  【食の安全性に関する自由意見（抜粋）】 

・ 食品関連企業に対する、実務的な指導や監督が必要 

・ 監視指導と検査精度の向上 

・ 違反業者・食品名の情報公開 

・ 必要な情報は、必ず1日に1回は目を通すものに提供してほしい 

・ 横文字が多いので、行政サイドは一般にわかりやすい言葉での伝え方をしてほしい 

 

●条例の認知度 

   「名前も内容も知っている」との回答が1.1%。反対に「名前も内容も知らない」との 

   回答が76.6%であった。 
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Ⅱ 調査結果 

 

【食育の認知度】 

 

問１ あなたは、「食育」という言葉やその意味を知っていましたか（○は１つだけ）。 

                                  ｎ＝２８３ 

１ 言葉も意味も知っていた                 97 人   34.3％ 

２ 言葉は知っていたが、意味は知らなかった         134 人  47.3％ 

３ 言葉も意味も知らなかった                51 人   18.0％ 

  無回答                          1 人       0.4% 

言葉も意味も
知らなかった

18.0%

言葉は知って
いたが、

意味は知らな
かった
 47.3%

言葉も意味も
知っていた

34.3%

無回答
 0.4%

 

 

－「食育」という言葉の概念－ 

食育基本法（平成１７年６月成立）の中では、食育を『「食」に関する知識と「食」を選択

する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる』こととしています 

 

 

 言葉については 8 割以上が知っているが、その意味まで理解しているのは、全体の約 

3 分の 1 である。 

n=283 



 5 

【性別・年代別】 

 

34.3

29.8

38.7

28.2

39.6

33.7

47.3

47.5

47.2

52.6

47.5

43.3

18.0

22.0

14.1

19.2

11.9

23.1

0.4

0.7

0.0

0.0

1.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=283)

【性別】

男性(N=141)

女性(N=142)

【年代】

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)

言葉も意味も
知っていた

言葉は知っていたが、
意味は知らなかった

言葉も意味も
知らなかった

無回答
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（問１で「１ 言葉も意味も知っていた」、「２ 言葉は知っていたが、意味は知らなかった」

に○をつけた方のみ回答） 

 

【知るきっかけ】 

 

問１－付問 「食育」という言葉を知るきっかけとなったものは何ですか（○はいくつでも）。

ｎ＝231

１ テレビ                        １５８人  68.4％ 

２ ラジオ                         ３３人  14.3％ 

３ 新聞                         １３６人  58.9% 

４ パンフレット、リーフレット                ２０人  08.7％ 

５ ポスター                         ８人   3.5% 

６ インターネット（ホームページなど）           １２人   5.2% 

７ 雑誌の記事（広告）                   ３８人  16.5% 

８ 行政機関の窓口                      ７人   3.0% 

９ 友人知人から聞いて                   ２３人  10.0% 

１０ 各種シンポジウム・研修会                １１人   4.8% 

１１ 学校                          ３９人  16.9% 

１２ その他                          ８人   3.5% 

 無回答                          １人   0.4% 

68.4

14.3

58.9

8.7

3.5

5.2

16.5

3.0

10.0

4.8

16.9

3.5

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

テレビ

ラジオ

新聞

パンフレット、
リーフレット

ポスター

インターネット
（ホームページなど）

雑誌の記事
（広告）

行政機関の窓口

友人知人から
聞いて

各種シンポジウム・
研修会

学校

その他

無回答

 

 

「テレビ」、「新聞」が他の項目を大幅に上回っている。「その他」の回答では「保育園」など。 
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【性別】 

61.5

16.5

63.3

8.3

2.8

6.4

20.2

3.7

8.3

4.6

15.6

3.7

0.9

74.6

12.3

54.9

9.0

4.1

4.1

13.1

2.5

11.5

4.9

18.0

3.3

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

テレビ

ラジオ

新聞

パンフレット、
リーフレット

ポスター

インターネット
（ホームページなど）

雑誌の記事
（広告）

行政機関の窓口

友人知人から
聞いて

各種シンポジウム・
研修会

学校

その他

無回答

男性(N=109)

女性(N=122)
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【年代】 

71.4

6.3

31.7

7.9

6.3

9.5

12.7

1.6

11.1

4.8

22.2

0.0

0.0

67.0

15.9

61.4

8.0

2.3

5.7

22.7

3.4

5.7

5.7

21.6

4.5

0.0

67.5

18.8

77.5

10.0

2.5

1.3

12.5

3.8

13.8

3.8

7.5

5.0

1.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

テレビ

ラジオ

新聞

パンフレット、
リーフレット

ポスター

インターネット
（ホームページなど）

雑誌の記事
（広告）

行政機関の窓口

友人知人から
聞いて

各種シンポジウム・
研修会

学校

その他

無回答

20～39歳(N=63)

40～59歳(N=88)

60歳以上(N=80)
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【食育の関心】 

 

問２ あなたは、「食育」に関心がありますか（○は１つだけ）。 

                                  ｎ＝２８３ 

１ 関心がある                      １０９人  38.5％ 

２ どちらかといえば関心がある            １２８人  45.2％ 

３ どちらかといえば関心がない             ２５人  0 8.8％ 

４ 関心がない                      ８人   2.8% 

５ わからない                      ８人   2.8% 

  無回答                        ５人   1.8% 

 

関心がある
38.5%

どちらかといえば
関心がある

45.2%

関心がない
2.8%

わからない
2.8%

どちらかといえば
関心がない

8.8%

無回答
1.8%

 

 ８割を超える方が、「食育」に関心を持っている。 

特に、女性層・高齢者層で関心が高い。 

n=２８３ 
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【性別・年代別】 

38.5

29.8

47.2

32.1

41.6

40.4

45.2

46.8

43.7

43.6

44.6

47.1

8.8

14.9

14.1

7.9

5.8

3.5

2.1

3.8

1.0

3.8

4.3

3.8

2.8

2.8

4.0

1.0

1.4

2.8

1.9

1.0

2.6

2.8

0.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=283)

【性別】

男性(N=141)

女性(N=142)

【年代】

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)

関心がある どちらかといえば
関心がある

どちらかといえば
関心がない

関心がない わからない 無回答
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（問２で「１ 関心がある」、「２ どちらかといえば関心がある」に○をつけた方のみ回答） 

 

【関心がある理由】 

 

問２－付問 あなたが「食育」に関心がある理由は何ですか（○はいくつでも）。 

                                       ｎ＝２３７ 

１ 子供の心身の健全な発育のために必要だから           １７６人   74.3％ 

２ 食生活の乱れ（栄養バランスの崩れ等）が問題になっているから    １７２人   72.6％ 

３ 肥満ややせすぎが問題になっているから               ７８人   32.9％ 

４ 生活習慣病（がん、糖尿病等）の増加が問題になっているから   １４８人  062.4％

５ ＢＳＥの発生など、食品の安全確保が重要だから          ９２人   38.8% 

６ 食にまつわる地域の文化や伝統を守ることが重要だから       ６５人   27.4% 

７ 食料を海外からの輸入に依存しすぎることが問題だから       ９８人     41.4% 

８ 有機農業など自然環境と調和した食料生産が重要だから       ６９人   29.1% 

９ 消費者と生産者の間の交流や信頼が足りないと思うから       ２５人     10.5% 

１０ 大量の食べ残しなど食品廃棄物が問題だから            ９１人     38.4% 

１１ 自然の恩恵や食に対する感謝の念がうすれているから         １０３人     43.5% 

１２ その他                                ４人       1.7% 

１３ 特にない                               ０人       0.0% 

１４ わからない                              ０人       0.0% 

 

 

 

 7 割以上の方が「子供の心身の健全な発育」「食生活の乱れ」についてを理由に挙げている。 

 男女比較に関しては全体数値と大きな差はないが、年代比較では、60 歳以上で「生活習慣

病」「自然の恩恵や食に対する感謝の念」についての数値が高くなっている。 

 「その他」では、「自分や家族の健康を願う」、「朝食の欠食問題」など。 
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【全体】 

74.3

72.6

32.9

62.4

38.8

27.4

41.4

29.1

10.5

38.4

43.5

0.0

0.0

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

子どもの心身の健全な
発育のために必要だから

食生活の乱れ（栄養バランスの崩れ等）が
問題になっているから

肥満ややせすぎが
問題になっているから

生活習慣病（がん、糖尿病等）の
増加が問題になっているから

ＢＳＥの発生など、食品の
安全確保が重要だから

食にまつわる地域の文化や
伝統を守ることが重要だから

食料を海外からの輸入に
依存しすぎることが問題だから

有機農業など自然環境と調和した
食料生産が重要だから

消費者と生産者の間の交流や
信頼が足りないと思うから

大量の食べ残しなど
食品廃棄物が問題だから

自然の恩恵や食に対する
感謝の念がうすれているから

その他

特にない

わからない
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【性別】 

69.4

72.2

30.6

61.1

41.7

31.5

45.4

28.7

13.0

38.0

39.8

2.8

0.0

0.0

78.3

72.9

34.9

63.6

36.4

24.0

38.0

29.5

8.5

38.8

46.5

0.8

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもの心身の健全な
発育のために必要だから

食生活の乱れ（栄養バランスの崩れ等）が
問題になっているから

肥満ややせすぎが
問題になっているから

生活習慣病（がん、糖尿病等）の
増加が問題になっているから

ＢＳＥの発生など、食品の
安全確保が重要だから

食にまつわる地域の文化や
伝統を守ることが重要だから

食料を海外からの輸入に
依存しすぎることが問題だから

有機農業など自然環境と調和した
食料生産が重要だから

消費者と生産者の間の交流や
信頼が足りないと思うから

大量の食べ残しなど
食品廃棄物が問題だから

自然の恩恵や食に対する
感謝の念がうすれているから

その他

特にない

わからない 男性(N=108)

女性(N=129)
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【年代】 

67.8

72.9

27.1

55.9

35.6

23.7

27.1

18.6

8.5

39.0

37.3

1.7

0.0

0.0

78.2

70.1

32.2

59.8

39.1

26.4

42.5

23.0

9.2

33.3

34.5

2.3

0.0

0.0

74.7

74.7

37.4

69.2

40.7

30.8

49.5

41.8

13.2

42.9

56.0

1.1

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもの心身の健全な
発育のために必要だから

食生活の乱れ（栄養バランスの崩れ等）が
問題になっているから

肥満ややせすぎが
問題になっているから

生活習慣病（がん、糖尿病等）の
増加が問題になっているから

ＢＳＥの発生など、食品の
安全確保が重要だから

食にまつわる地域の文化や
伝統を守ることが重要だから

食料を海外からの輸入に
依存しすぎることが問題だから

有機農業など自然環境と調和した
食料生産が重要だから

消費者と生産者の間の交流や
信頼が足りないと思うから

大量の食べ残しなど
食品廃棄物が問題だから

自然の恩恵や食に対する
感謝の念がうすれているから

その他

特にない

わからない
20～39歳(N=59)

40～59歳(N=87)

60歳以上(N=91)
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【食育推進の取り組み】 

 
問３ あなたは食育を進める上で、どのような取り組みが大切だと思いますか（○は３つ

まで）。 

 

                                 ｎ＝２８３ 

１ 栄養バランスの改善                 １４１人  49.8％ 

２ 食習慣（規則正しく食べる）の改善          １９１人  67.5％ 

３ 食べ残し・廃棄の減少                 ８６人  30.4％ 

４ 食料の海外への依存に対する意識の向上         ７０人  24.7％ 

５ “肥満”や“やせ”の問題の改善            ４１人  14.5% 

６ 農林水産業・食品産業に対する正しい理解の普及     ４８人    17.0% 

７ 食品の安全性に関する知識の普及           １５０人    53.0% 

８ 食文化・伝統の継承                  ５５人    19.4% 

９ その他                         ４人     1.4% 

  無回答                         １人     0.4% 

49.8

67.5

30.4

24.7

14.5

17.0

53.0

19.4

0.4

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

栄養バランスの改善

食習慣（規則正しく食べる）
の改善

食べ残し・廃棄の減少

食料の海外への依存に
対する意識の向上

“肥満”や“やせ”の問題の改善

農林水産業・食品産業に
対する正しい理解の普及

食品の安全性に関する
知識の普及

食文化・伝統の継承

その他

無回答

 

 「食習慣の改善」が 67.5%と最も高く、以下「食品の安全性に関する関する知識の普及」

53.0%、「栄養バランスの改善」49.8%の順となっている。「その他」では、「調理師の意識

改善」、「頭や理論ではなく「うまい」ということ」、「自販機の缶ジュース類の改善」、など。 
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【性別】 

46.8

59.6

32.6

27.7

12.1

24.8

53.2

17.0

2.8

0.0

52.8

75.4

28.2

21.8

16.9

9.2

52.8

21.8

0.0

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

栄養バランスの改善

食習慣（規則正しく食べる）
の改善

食べ残し・廃棄の減少

食料の海外への依存に
対する意識の向上

“肥満”や“やせ”の問題の改善

農林水産業・食品産業に
対する正しい理解の普及

食品の安全性に関する
知識の普及

食文化・伝統の継承

その他

無回答

男性(N=141)

女性(N=142)
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【年代別】 

57.7

70.5

39.7

14.1

14.1

11.5

47.4

16.7

2.6

1.3

49.5

67.3

21.8

25.7

10.9

15.8

59.4

19.8

1.0

0.0

44.2

65.4

31.7

31.7

18.3

22.1

51.0

21.2

1.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

栄養バランスの改善

食習慣（規則正しく食べる）
の改善

食べ残し・廃棄の減少

食料の海外への依存に
対する意識の向上

“肥満”や“やせ”の問題の改善

農林水産業・食品産業に
対する正しい理解の普及

食品の安全性に関する
知識の普及

食文化・伝統の継承

その他

無回答

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)
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【食育月間】 

 
問４ 国が策定した食育推進基本計画において、毎年６月を「食育月間」とすることが定めら

れたところですが、あなたは、「食育月間」を知っていますか（○は１つだけ）。 

 

ｎ＝２８３人

１ 「食育月間」という言葉も「６月」であることも知っていた   １５人  5.3％ 

２ 「食育月間」という言葉は知っていたが、月は知らなかった   ６６人 23.3％ 

３  知らなかった                      ２０１人 71.0％ 

無回答                           １人  0.4％ 

知らなかった
70.9%

無回答
0.4%

「食育月間」という言
葉も「6月」であること

も知っていた
5.3%

「食育月間」という
言葉は知って

いたが、月は知らな
かった
23.4%

 

  「知らなかった」と回答した方が 7 割を越えている。 

  言葉の認知度において年代別に見ると、60 歳以上では 41.4%だが、20～39 歳では

18.0%となっている。 

 

 

n=283 
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【性別・年代別】 

5.3

5.0

5.6

1.3

5.9

7.7

23.3

19.9

26.8

16.7

17.8

33.7

71.0

75.2

66.9

80.8

76.2

58.7

0.4

0.0

0.7

1.3

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=283)

【性別】

男性(N=141)

女性(N=142)

【年代】

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)

「食育月間」という言葉も「6月」
であることも知っていた

「食育月間」という言葉は知って
いたが、月は知らなかった

知らなかった 無回答
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【食育の日】 

 
問５ 国が策定した食育推進基本計画において、毎月１９日を「食育の日」とすることが

定められたところですが、あなたは、「食育の日」を知っていますか（○は１つだけ）。

 

ｎ＝２８３

１ 「食育の日」という言葉も「毎月 19 日」であることも知っていた  

８人  2.8％

２ 「食育の日」という言葉は知っていたが、「日にち」は知らなかった 

３６人 12.7％

 ３ 知らなかった                       ２３８人  84.1%

   無回答                            １人   0.4%

知らなかった
84.1%

「食育の日」という
言葉も「毎月19日」

であることも
知っていた

2.8%
「食育の日」という言
葉は知っていたが、

「日にち」は
知らなかった

12.8%

無回答
0.4%

 

 

  「知らなかった」と回答した方が 8 割を越えている。 

言葉の認知度において年代別に見ると、60 歳以上では 25｡0％だが、20～39 歳で

は 6.4%となっている。 

n=２８３ 
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【性別・年代別】 

2.8

4.3

1.4

1.3

5.0

1.9

12.7

10.6

14.8

5.1

7.9

23.1

84.1

85.1

83.1

92.3

87.1

75.0

0.4

0.0

0.7

1.3

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=283)

【性別】

男性(N=141)

女性(N=142)

【年代】

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)

「食育の日」という言葉も「毎月19日」
であることも知っていた

「食育の日」という言葉は知っていたが、
「日にち」は知らなかった

知らなかった 無回答
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【禁煙・分煙の取り組み】 

 

問６ あなたは、施設内において禁煙や分煙を進めるための最も重要な取り組みは何だと

思いますか（○は１つだけ）。 

ｎ＝２８３

１ 喫煙者に自身や周囲の人への健康被害について十分理解してもらう 

    １１３人  39.9％ 

２ 施設管理者に施設内禁煙・分煙について認識してもらう   １４人   4.9％ 

３ 「喫煙スペース」を設置する               ６９人  24.4％ 

４ 施設内の禁煙を進める                  ４１人   14.5％ 

５ 禁煙や分煙の条例を制定する               ３７人  13.1％ 

６ その他                          ４人   1.4％ 

７ わからない                        １人   0.4％ 

無回答                          ４人     1.4% 

禁煙や分煙の
条例を制定する

13.1%

施設内の禁煙を
進める
14.5%

施設管理者に
施設内禁煙・分煙
について認識して

もらう
4.9%

「喫煙スペース」を
設置する

24.4%

喫煙者に自身や
周囲の人への

健康被害について
十分理解してもらう

39.9%

その他
1.4%

無回答
1.4%

わからない
0.4%

 

 

 「喫煙者に自身や周囲の人への健康被害について十分理解してもらう」が 39.9％と最も高

く、以下「喫煙スペースを設置する」24.4％、「施設内の禁煙を進める」14.5％の順となっ

ている。その他では、たばこ税のＵＰ、個人所有施設に条例適用が可能か、愛煙者の隔離と

なるので賛成しかねる、など。 

n=２８３ 
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【性別・年代別】 

39.9

35.5

44.4

28.2

32.7

55.8

4.9

3.5

6.3

5.1

5.0

4.8

24.4

25.5

23.2

37.2

24.8

14.4

14.5

15.6

13.4

12.8

15.8

14.4

13.1

17.7

8.5

15.4

15.8

8.7

1.4

1.4

0.0

4.0

0.0

0.7

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

2.8

1.3

1.0

1.9

1.4

0.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=283)

【性別】

男性(N=141)

女性(N=142)

【年代】

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)

喫煙者に自身や周囲の人への
健康被害について十分理解してもらう

施設管理者に施設内禁煙・分煙
について認識してもらう

「喫煙スペース」を設置する 施設内の禁煙を進める

禁煙や分煙の条例を制定する その他

わからない 無回答
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【食品の安全性に対する認識】 

 

問７ あなたは、食品の安全性について、不安を感じますか（○は１つだけ）。 

ｎ＝２８３

１ 非常に感じている                 ９６人   33.9％ 

２ 少しは感じている                １７２人   60.8％ 

３ 感じていない                   １１人    3.9％ 

４ わからない                     ２人     0.7％ 

無回答                       ２人    0.7％ 

非常に感じている
33.9%

少しは感じている
60.8%

わからない
0.7%

無回答
0.7%

感じていない
3.9%

 

 全体の 94.7%が、食品の安全性に対して不安を持っている。 

 

 

 

n=283 



 25 

【性別・年代別】 

33.9

31.2

36.6

30.8

34.7

35.6

60.8

63.8

57.7

60.3

62.4

59.6

3.9

5.0

2.8

6.4

2.0

3.8

0.7

0.0

1.4

1.3

1.0

0.0

0.7

0.0

1.4

1.3

0.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=283)

【性別】

男性(N=141)

女性(N=142)

【年代別】

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)

非常に感じている 少しは感じている 感じていない わからない 無回答
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（問７で「１ 非常に感じている」、「２ 少しは感じている」に○をつけた方のみ回答） 

 

【不安を感じること】 

 

問７―付問 具体的にどのような事柄に不安を感じますか（○は３つまで）。 

ｎ＝２６８

１ 健康食品における無承認無許可医薬品の使用       ６４人   23.9％ 

２ 食品添加物の使用                  １６６人   61.9％ 

３ ＢＳＥ（牛海綿状脳症）の発生             ９１人  034.0％ 

４ 鳥インフルエンザの発生                ６２人   23.1％ 

５ 農薬の残留                     １０９人     40.7% 

６ 遺伝子組換え原材料の使用               ７２人     26.9% 

７ 食物アレルギー                    ２２人       8.2% 

８ 動物用医薬品（抗菌、抗生物質）の残留         ３５人     13.1% 

９ 食中毒の発生                     １５人       5.6% 

１０ 加工食品への異物混入                 ２９人     10.8% 

１１ 表示や説明の信ぴょう性               １０３人     38.4% 

１２ 食品に対する放射線の照射（ｼﾞｬｶﾞｲﾓの発芽抑制）       １２人       4.5% 

１３ その他                         ３人       1.1% 

   無回答                         １人       0.4% 

 

 

 

「食品添加物の使用」が 61.9%と最も高く、以下「農薬の残留」が 40.7％、「表示や説明

の信ぴょう性」38.4%の順となっている。 

「その他」では、「アメリカ産牛肉の輸入再開」など。 
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【全体】 

23.9

61.9

34.0

23.1

40.7

26.9

8.2

13.1

5.6

10.8

38.4

4.5

1.1

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健康食品における無承認
無許可医薬品の使用

食品添加物の使用

ＢＳＥ（牛海綿状脳症）の発生

鳥インフルエンザの発生

農薬の残留

遺伝子組換え原材料の使用

食物アレルギー

動物用医薬品（抗菌、抗生物質）
の残留

食中毒の発生

加工食品への異物混入

表示や説明の信ぴょう性

食品に対する放射線の
照射（ｼﾞｬｶﾞｲﾓの発芽抑制）

その他

無回答
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【性別】 

22.4

64.2

33.6

26.1

39.6

25.4

6.7

11.9

6.7

9.0

43.3

3.0

0.7

0.0

25.4

59.7

34.3

20.1

41.8

28.4

9.7

14.2

4.5

12.7

33.6

6.0

1.5

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健康食品における無承認
無許可医薬品の使用

食品添加物の使用

ＢＳＥ（牛海綿状脳症）の発生

鳥インフルエンザの発生

農薬の残留

遺伝子組換え原材料の使用

食物アレルギー

動物用医薬品（抗菌、抗生物質）
の残留

食中毒の発生

加工食品への異物混入

表示や説明の信ぴょう性

食品に対する放射線の
照射（ｼﾞｬｶﾞｲﾓの発芽抑制）

その他

無回答

男性(N=134)

女性(N=134)
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【年代別】 

14.1

63.4

40.8

22.5

36.6

21.1

11.3

12.7

8.5

11.3

38.0

4.2

1.4

0.0

22.4

58.2

40.8

26.5

34.7

30.6

11.2

15.3

1.0

8.2

32.7

5.1

2.0

1.0

32.3

64.6

22.2

20.2

49.5

27.3

3.0

11.1

8.1

13.1

44.4

4.0

0.0

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

健康食品における無承認
無許可医薬品の使用

食品添加物の使用

ＢＳＥ（牛海綿状脳症）の発生

鳥インフルエンザの発生

農薬の残留

遺伝子組換え原材料の使用

食物アレルギー

動物用医薬品（抗菌、抗生物質）
の残留

食中毒の発生

加工食品への異物混入

表示や説明の信ぴょう性

食品に対する放射線の
照射（ｼﾞｬｶﾞｲﾓの発芽抑制）

その他

無回答

20～39歳(N=71)

40～59歳(N=98)

60歳以上(N=99)
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【県からの情報提供について】 

 
問８ 昨年度実施した県民アンケートでは、県に対して「食の安全・安心についてわかりやすい情

報を提供する」といった要望が多く寄せられました。あなたは、県から食の安全・安心につい

ての情報が十分に提供されていると感じますか（○は１つだけ）。 
ｎ＝２８３ 

１  十分だと感じている                １人    0.4％ 

２  ほぼ十分だと感じている             ３７人   13.1％ 

３  不十分だと感じている             １６３人   57.6％ 

４  わからない                   ７５人   26.5％ 

 無回答                      ７人 0  2.5％ 

わからない
26.5%

十分だと
感じている

0.4%

無回答
2.5%

不十分だと
感じている

57.6%

ほぼ十分だと
感じている

13.1%

 

「不十分だと感じている」が 57.6％であり、また「わからない」とする意見も 26.5％で

ある。 

n=283 
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【性別・年代別】 

13.1

11.3

14.8

10.3

5.0

23.1

57.6

61.0

54.2

61.5

61.4

51.0

26.5

27.7

25.4

21.8

33.7

23.1

2.5

0.0

4.9

5.1

0.0

2.9

0.0

0.0

1.3

0.7

0.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=283)

【性別】

男性(N=141)

女性(N=142)

【年代】

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)

十分だと感じている ほぼ十分だと感じている 不十分だと感じている わからない 無回答
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【情報提供の内容について】 

 

問９ 食の安全・安心について、県からどのような情報を提供してほしいですか（○はい

くつでも）。 

ｎ＝２８３

１ 食品表示の見方                    １３２人  46.6％ 

２ 遺伝子組換え食品の安全性               １１４人  40.3％ 

３ 農薬の使い方や安全性                 １２０人  42.4％ 

４ 家畜などに使用する医薬品の使い方や安全性        ６５人  23.0％ 

５ 食品添加物の使い方や安全性              １５８人  55.8％ 

６ 食物アレルギー                     ５６人  19.8％ 

７ 食品の不良等による自主回収の情報            ５６人    19.8% 

８ 食に関する講習会やイベント等の情報           ４０人    14.1% 

９ 食品の製造所や販売店への監視指導の結果         ８７人    30.7% 

１０ 県内流通食品の安全確認検査の結果            ９０人    31.8% 

１１ 食中毒事件や違反食品の情報              １１１人    39.2% 

１２ 食中毒の予防情報                    ６０人    21.2％ 

１３ 輸入食品の安全確保の取組               １４０人  49.5% 

１４ ＢＳＥ                         ９２人    32.5% 

１５ 鳥インフルエンザ                    ８１人    28.6% 

１６ 食の安全・安心に熱心に取り組んでいる生産者や食品営業者の情報  

                              １００人    35.3% 

１７ 食育の取組                       ６７人    23.7% 

１８ 地産地消の取組（直売所やイベント情報など）       ５６人    19.8% 

１９ 健康食品の利用方法                   ４２人    14.8% 

２０ 食品のトレーサビリティの取組              １３人     4.6% 

２１ 県内の農作物の生産情報（旬や産地、認証制度などの情報） ６５人    23.0% 

２２ 環境保全型農業の取組                  ３９人    13.8% 

２３ その他                          ６人   2.1％ 

無回答                          ４人  01.4％ 

 

 「食品添加物の使い方や安全性」が 55.8%と最も高く、以下「輸入食品の安全確保の取組」

49.5％、「食品表示の見方」46.6％の順となっているほか、情報提供ニーズは多岐にわたっ

ている。 

「その他」では、「専門用語の表現では理解できない」など。 
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【全体】 

46.6

40.3

42.4

23.0

55.8

19.8

19.8

14.1

30.7

31.8

39.2

21.2

49.5

32.5

28.6

35.3

23.7

19.8

14.8

4.6

23.0

13.8

2.1

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0

食品表示の見方

遺伝子組換え食品の安全性

農薬の使い方や安全性

家畜などに使用する
医薬品の使い方や安全性

食品添加物の使い方や安全性

食物アレルギー

食品の不良等による
自主回収の情報

食に関する講習会や
イベント等の情報

食品の製造所や販売店
への監視指導の結果

県内流通食品の
安全確認検査の結果

食中毒事件や違反食品の情報

食中毒の予防情報

輸入食品の安全確保の取組

ＢＳＥ

鳥インフルエンザ

食の安全・安心に熱心に取り組んで
いる生産者や食品営業者の情報

食育の取組

地産地消の取組
（直売所やイベント情報など）

健康食品の利用方法

食品のトレーサビリティの取組

県内の農作物の生産情報
（旬や産地、認証制度などの情報）

環境保全型農業の取組

その他

無回答
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【性別】 

48.2

40.4

44.0

21.3

53.2

19.1

21.3

14.2

32.6

33.3

39.7

21.3

52.5

34.8

27.0

33.3

23.4

17.0

12.1

7.1

20.6

17.0

2.1

0.0

45.1

40.1

40.8

24.6

58.5

20.4

18.3

14.1

28.9

30.3

38.7

21.1

46.5

30.3

30.3

37.3

23.9

22.5

17.6

2.1

25.4

10.6

2.1

2.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

食品表示の見方

遺伝子組換え食品の安全性

農薬の使い方や安全性

家畜などに使用する
医薬品の使い方や安全性

食品添加物の使い方や安全性

食物アレルギー

食品の不良等による
自主回収の情報

食に関する講習会や
イベント等の情報

食品の製造所や販売店
への監視指導の結果

県内流通食品の
安全確認検査の結果

食中毒事件や違反食品の情報

食中毒の予防情報

輸入食品の安全確保の取組

ＢＳＥ

鳥インフルエンザ

食の安全・安心に熱心に取り組んで
いる生産者や食品営業者の情報

食育の取組

地産地消の取組
（直売所やイベント情報など）

健康食品の利用方法

食品のトレーサビリティの取組

県内の農作物の生産情報
（旬や産地、認証制度などの情報）

環境保全型農業の取組

その他

無回答

男性(N=141)

女性(N=142)
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【年代別】 

46.2

26.9

38.5

17.9

50.0

25.6

24.4

7.7

23.1

26.9

30.8

26.9

33.3

30.8

29.5

35.9

23.1

19.2

7.7

3.8

19.2

6.4

3.8

3.8

47.5

43.6

44.6

27.7

47.5

17.8

16.8

18.8

30.7

27.7

43.6

18.8

50.5

38.6

30.7

27.7

21.8

18.8

11.9

4.0

20.8

15.8

2.0

0.0

46.2

47.1

43.3

22.1

68.3

17.3

19.2

14.4

36.5

39.4

41.3

19.2

60.6

27.9

26.0

42.3

26.0

21.2

23.1

5.8

27.9

17.3

1.0

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

食品表示の見方

遺伝子組換え食品の安全性

農薬の使い方や安全性

家畜などに使用する
医薬品の使い方や安全性

食品添加物の使い方や安全性

食物アレルギー

食品の不良等による
自主回収の情報

食に関する講習会や
イベント等の情報

食品の製造所や販売店
への監視指導の結果

県内流通食品の
安全確認検査の結果

食中毒事件や違反食品の情報

食中毒の予防情報

輸入食品の安全確保の取組

ＢＳＥ

鳥インフルエンザ

食の安全・安心に熱心に取り組んで
いる生産者や食品営業者の情報

食育の取組

地産地消の取組
（直売所やイベント情報など）

健康食品の利用方法

食品のトレーサビリティの取組

県内の農作物の生産情報
（旬や産地、認証制度などの情報）

環境保全型農業の取組

その他

無回答

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)
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【情報提供の方法】 

 

問１０ 県が食の安全・安心について情報提供するにはどのような方法が良いですか（○

はいくつでも）。 

ｎ＝２８３

１ テレビ                        １８９人   66.8％ 

２ ラジオ                         ６６人   23.3％ 

３ 新聞                         ２０４人   72.1％ 

４ インターネット（ホームページ・メールマガジンなど）   ６３人   22.3％ 

５ 行政機関が発行している広報紙             １４３人   50.5％ 

６ 町内の回覧板                     １０５人     37.1% 

７ 地域における説明会や講習会、イベント          ３２人     11.3% 

８ 行政機関における電話相談窓口の設置           １４人      4.9% 

９ 行政機関の窓口におけるチラシ配置            ２１人      7.4% 

１０ スーパーや飲食店等の店頭に置けるチラシ、ポスターの掲示 

                             １３４人     47.3% 

１１ 学校                          ６０人     21.2% 

１２ その他                          ３人    1.1％ 

  無回答                          ２人    0.7% 

 

 

 

 「新聞（72.1％）」、「テレビ（66.8%）」のマス媒体が上位であり、続いて「行政機関が発

行している広報誌（50.5%）」となっている。 

 「その他」では、「ポスティングされる情報誌等に協力を求め、連載コーナーを設ける」、「４

コマ漫画的にして説明」、など。 
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【全体】 

66.8

23.3

72.1

22.3

50.5

37.1

11.3

4.9

7.4

47.3

21.2

1.1

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

テレビ

ラジオ

新聞

インターネット
（ホームページ、メールマガジンなど）

行政機関が発行している広報紙

町内の回覧板

地域における説明会や
講習会、イベント

行政機関における
電話相談窓口の設置

行政機関の窓口における
チラシ配置

スーパーや飲食店等の店頭に
置けるチラシ、ポスターの掲示

学校

その他

無回答
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【性別】 

66.0

23.4

73.0

27.7

52.5

39.0

11.3

5.0

9.9

48.9

19.9

0.0

0.0

67.6

23.2

71.1

16.9

48.6

35.2

11.3

4.9

4.9

45.8

22.5

2.1

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

テレビ

ラジオ

新聞

インターネット
（ホームページ、メールマガジンなど）

行政機関が発行している広報紙

町内の回覧板

地域における説明会や
講習会、イベント

行政機関における
電話相談窓口の設置

行政機関の窓口における
チラシ配置

スーパーや飲食店等の店頭に
置けるチラシ、ポスターの掲示

学校

その他

無回答

男性(N=141)

女性(N=142)
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【年齢別】 

66.7

16.7

59.0

30.8

33.3

30.8

10.3

6.4

7.7

61.5

25.6

1.3

1.3

61.4

25.7

76.2

27.7

54.5

34.7

11.9

3.0

7.9

49.5

20.8

0.0

1.0

72.1

26.0

77.9

10.6

59.6

44.2

11.5

5.8

6.7

34.6

18.3

1.9

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

テレビ

ラジオ

新聞

インターネット
（ホームページ、メールマガジンなど）

行政機関が発行している広報紙

町内の回覧板

地域における説明会や
講習会、イベント

行政機関における
電話相談窓口の設置

行政機関の窓口における
チラシ配置

スーパーや飲食店等の店頭に
置けるチラシ、ポスターの掲示

学校

その他

無回答
20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)  
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【条例の認知度】 

 

問１１ 県では、県民の皆様を含め関係者全体で食の安全・安心に取り組むため「にいがた

食の安全・安心条例」を制定しました。あなたはこの条例を知っていますか（○は１

つだけ）。 

ｎ＝２８３

１ 名前も内容も知っている                  ３人   １.1％ 

２ 名前は知っているが内容は知らない            ５９人  20.8％ 

３ 名前も内容も知らない                 ２１７人  76.7％ 

  無回答                          ４人     1.4% 

名前は知っているが
内容は知らない

20.8%

名前も内容も
知っている

1.1%

無回答
1.4%

名前も内容も
知らない

76.7%

 

 「名前も内容も知らない」が 76.7％と最も高い。「内容まで知っている」は、1.1%に過ぎ

ない。 

 

n=283 
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【性別・年代別】 

20.8

19.1

22.5

10.3

14.9

34.6

76.7

78.7

74.6

88.5

82.2

62.5

1.4

0.7

2.1

1.3

2.0

1.0

1.9

1.0

0.0

0.7

1.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=283)

【性別】

男性(N=141)

女性(N=142)

【年代】

20～39歳(N=78)

40～59歳(N=101)

60歳以上(N=104)

名前も内容も知っている 名前は知っているが
内容は知らない

名前も内容も知らない 無回答

 
 

 

 

 



 42 

【その他、食育の推進や食の安全に関する自由意見】 

問１２ 食育の推進や食の安全に関する取組について、県に期待することやご意見・ご提案 

がありましたら、ご自由にお書き下さい。 

 

● 食育の推進に関する意見 

 

○ 退職教員の立場で。児童、生徒への興味関心を高める働きかけと具体的指導が大切と思

います。そのことが保護者への啓蒙につながると考えています。 

○ 幼稚園や小学校といった比較的低年齢からの教育が大切だと思います。 

○ 体育も知育も才育もすべて食育にあると認識し食育の重要性を記し、欠食、孤食、肥満

の増加、食生活に密着する生活習慣病の増加といった食に関わる課題、食育その重要性

を私達も認識しなければならないと思う 

○ 畑で実っている野菜を見ると生命力を感じて元気になれます。郷土野菜を収穫し調理

し、家族で食卓を囲むことを通じて子供達に豊かな心が育つよう、県として長期的に食

育の推進に取り組んでほしいと思います。 

○ 新潟県の文化を食育の中に取り入れ大切にしてもらいたい。 

○ 食育という言葉はテレビにおいて知りました。もっと広く知られるような取組が必要

ではないかと思います。 

○ 食料をもっと大切にし、食べ残しや廃棄を少なくするような普及取組が必要と思う。 

○ 現在子育てあるいは今後親となる若い世代の人が気軽に参加でき、又興味、関心の持て

るような内容や行事を考えて欲しいと思います。 

○ 現在、食育というと食生活、栄養バランスなどについてばかりが注目されがちである。

もっと、食べ物に対する感謝の気持ち、食べられることのありがたさ、食品が消費者に

届くまでの大変さを認識してもらいたい。 

    食品が手元に届くまでの過程を知れば、容易に食べ残しも出来なくなるし、おのずとし

て食生活も改善するのではないか。そんな教育をしてもらいたい。 

○ 小中学校での食育に対する取組を入れたカリキュラムが効果的と思う。 

○ 子供が小さい頃から食に対しての重要性を知るうえで食育推進はとても良い事だと思

います。保育所より毎月配布される献立表には、食育について細かく説明があるのでと

ても役立っています。 

    少し気になるのが子供の好きな食べ物に食品添加物が多いのが、とても心配になりま

す。何事も小さい頃よりの食育が大切だと思います。 

○ 食育という言葉は知っていても、こんなに様々な取組を行っているなんて知りません

でした。これから高齢者が増えてゆく中で健康な人間を育てていくことが大切だと思い

ます。私は昔の人間の食生活をお手本にしていきたいです。内容が難しいと興味を持た

ないので誰もが目を引く楽しいものをお願いいたします。 

○ 若い母親が忙しいことを理由に成長期の子供達へ「朝食抜き」やインスタント食品や個

食が多いと聞きます。学校や幼稚園や集会で説明や講習会を聞くよう指導して欲しい。
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○ ゴミの分別も同じですが、食育も子供の時のちゃんと教え、逆に子供が親に教えるくら

いでないとダメと思います。 

○ 既製食品の氾濫と子供に与えるスナック菓子など多種多様にわたる食品に不安を感じ

る。特に若者達に手作りによる食で各自が安全確保にあたると良いと思います。 

○ 行政から動くことなく、県、地域の取組を密にしてもらいたい。 

○ 学校の食育についての県からの支援をお願いしたい。なぜなら学校における食育が最

も成果が期待できるからである。 

○ 食育の言葉すら知りませんでした。これからは少しずつ見ていきたいと思います。 

○ 食育基本法、言葉も内容も全く知りませんでした。主婦として施設で働く者として、勉

強していかなければならない問題ではないかと思いました。 

○ 特に子供達に対して食育を進めて欲しい。 

○ 少々の雑菌、ばい菌は抵抗力を付ける意味でも必要かと思います。あまり食育に神経質

になるのも逆に不安をあおるようで感心しません。 

○ すぐに学校に依頼するのではなく、まず家庭での改善が行えるようになるといい。３食

のうち２食は家庭なのだから。 

○ 孫達に昭和初期～３０年代の食糧事情や世界の貧しい人々の苦しさを話しても親達の

認識の甘さが多くなかなか伝わりにくいことを感じます。子供達にどのように食糧難の

時代を教えていったらよいか？考えさせられます。 

○ 子供のうちから食育について学ぶ場を設けて欲しい。例えば学校の授業などで。 

○ 基本は昔に戻ることが一番だと思っています。自然と一緒に自然を受け入れることが

心身共に豊になると思います。 

○ 食の乱れと社会の乱れは符合しているような気がしてならない。食物の大切さを社会

全体が真に自覚していないのが問題である。今となっては若干飢餓をも味わうかも知れ

ないが、自給自足が良策かも知れない。 

○ 食事に対する考え方は、人それぞれの好みによる物が多いと思います。現在の年配者

は、健康オタクのようにいろいろやっているが、若者に関しては知識不足が否めません。

１８才までの子供達に食育を推進することを希望します。 

○ 若い世代（保育園児や小、中学生の親世代）からの食に関する正しい知識やバランスの

取れた食事についての意識の向上がとても大切であると感じています。学校教育と平

行して親の世代が食についての関心を持ち学んでいける様な取組を考えて欲しいと希望

します。 

○ 食育と言う言葉は知っておりましたが、内容はテレビ、新聞などのニュースを見るだけ

でした。 

○ 県などの大きな組織で考えるのではなく市町村の学校単位で子供親共に学べる場を与

えて欲しいと思います。特にこれから生きていく子供達には食べることの大切さを知っ

て欲しいと願っています。 

○ 朝食の大切さや栄養バランスのとれた食生活、食べ物のありがたさなどは、学校でも指

導されているが、家庭でも子供達といっしょに取り組めるように何らかの情報をたく
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さん提供して欲しい。 

○ 新潟における伝統的料理の認知度が落ちているような気がする。若い世代に伝わって

いないのではないか？各地域でのイベント等は行われているようだが一部である。本当

の意味で伝えていかなければいけないものがあるのではないか？ 

○ 認知症を抱えた家族への取組への食育推進や食の安全について 

○ 食物の輸入の減少と自給率の向上を目指すべく努力をして欲しい。それにより食文化

の発展と災害の減少（国土の保全）、食育の推進に最大限貢献する事と思います。 

○ 「食育」について何もわからない私ですが、アンケートに協力して少しはわかってきた

かと思います。どんどん情報をテレビ、ラジオ、新聞等を活用して流して欲しいです。

○ 子供を育てる食生活の基本的な習慣性が崩れている。母親の意識改革、牛乳、白砂糖の

取りすぎなどの子供の食事、保健婦、栄養指導員の間違った認識、病気にならない強い

体質作り、自己治癒力を高める食事の指導をしてもらえる窓口があるとうれしいです。

○ 食育という言葉や意味を知らなかった。今回のこのアンケートを良い機会に少し知り

たいと思う。 

○ 食育という言葉は良く聞いていたのでわかるのですが、意味までは知らなかったです。

家に老人や小さい子供もいるので、これから先が少し心配です。みんながわかりやすい

ような説明会や（子供向けの説明会）ポスターなどたくさんしてほしいです。 

○ 小さい子供の食生活が気になります。 

○ 食育の中に食事のマナーも入れていただきたいです。これは本来家庭でやるべきもの

ですが、家庭教育に期待できない最近、学校の給食時間等にビデオを見せるなどして、

少しでも食事のマナーが向上するようになったらと思います。 

○ 子供の食生活の乱れには、大人の生活が反映されていると思われます。子供も大人もち

ゃんとした食生活が送れるような取組をぜひお願いいたします。 

○ 食生活のバランスが悪いのか昔からに比べると現代病の一つとしてなんで癌等で苦し

む人が多くなったのかなあなどと思います。 

○ 健全な人間を育むためには健全な食生活が基本となることを浸透させ、実践させるこ

と。そのためには、家庭の食生活を変えることが最終目的ですが、そのための手順とし

て学校教育、妊婦教育、健全な家庭と長いスパンでの推進が必要と思います。 

○ 自校式給食に戻してほしい。今年からセンター給食になった。世間の流れに反してい

る。しかも民間企業に委託して、スローフードと言われている時代におかしいのでは？

今までの地産地消はどうなったのか？ 

○ 長く続いてきた地域の結びつきが薄れている。食は生命活動の基本。食文化と結び付い

た地域の文化を保全する必要がある。国は農村地域の活動を支援する施設を本格的に

展開すると報道されているが、県も知事を先頭に積極的に取り組まなければならない。

○ 子供が小さい時から栄養バランスの取り方を学んで病気の予防に気をつけてほしい。 

○ 学校給食では、給食センターなどで作っていると聞きますが、学校ごとに作っていた方

が、顔を知っている人が作っているからこそ、食べ残しを少なくすることがスムーズに

できるのではないでしょうか。 
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○ 今まで食育にあまり関心がなかったので、これを機会に関心を持ちたいです。 

○ 何かしら勉強しておきたいと思います。 

○ 食育に関する情報提供に期待します。 

○ 生きていくために、とても大切な「食育」について、県には一生懸命取り組んでおられ

るようですがそれがなかなか伝わってきません。多くの人がもっと目にしたり、耳にし

たりして関心を高める方法ないでしょうか。 

○ これから子供に「食育」していくのは親の務めだと思うので、私自身、食育に関して学

ぶ必要性をアンケートを通して感じました。 

○ 保育園や学校給食等もできるだけ安全でおいしい手作り給食を行なっていただきたい 

○ 食育についての PR が不足していると思う。食育月間、食育の日については、国又は県

がどのような方法で国民に知らせたのかが知りたい。 

○ 食育という言葉を多くの県民にしてもらうことが大切かと思います。 

○ 食育月間に力を入れください。 

○ 小学校（低学年）に郷土料理の講習会を！地域の特産品の採取から調理までを体験学習

する。その指導を地元の人にお願いする。 

○ まだ名称だけが一人歩きしている状況ではないかと思います。具体的な活動や内容が

広く認知される必要があると感じました。 

 

● 食の安全に関する取組の意見 

 

○ 海外からの輸入商品や製品が増える一方、チェック機能が手薄の様に思われる。これは

国産にも言える。販売店の抜き打ち検査を求めます。 

○ 食堂、仕出し屋、その他食中毒が発生した場合、その原因や事の大小にかかわらず、ほ

とんど３日間の営業停止で１件落着が相場になっていまるようですが、どうしてでし

ょうか？ 

○ 笛吹けど踊らず的な条例より、実務的な指導や監督が必要。 

○ 安心、安全は「あたりまえ」の話であり、不適切事案等があれば公表願いたい。 

○ 安全・安心ではとらえ方が違うと思います。無菌ならばすべて OK ではないと思うの

で、もっと別の取組方が必要では？ 

    食の安全は裏を返せば、食の危険ということになりますが、何事も量と濃度の関係があ

ると思います。行政の取組方として、ある一次元で取り扱うのではなくて、もっと別な

物差しがあっても良いのでは。 

○ 外国産の肉をしっかり検査して欲しい。 

○ 少ない農薬で農作物の安全性を高めること。 

○ 厳しい監視指導と厳しい検査制度を作る。又は生産者の意識改革と違反食品の発表等、

安全・安心に食生活が出来るように取り組む。 

○ 本来守らなければならない事を守らなかった業者や食品などを開示して欲しいです。 

○ 近年アトピーやアレルギーの子を多く見かけます。食との関連があると思っています
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が。有害物質は食を通して蓄積することを念頭に置くべきです。 

○ 当地では市日（４日、９日）を利用して地物の季節毎の野菜を入手していますが、残留

農薬のことについての不安からできるだけ穴の空いている物を求めたり、生産者に聞

いたりしますが、このことについての良い方法はないものでしょうか。 

○ 遺伝子組換え食品、正しい農薬の使い方、安全確認検査などをしっかりやっていただ

き、県産農産物の物を安心して食べられるよう各部所に目を光らせてやっていただきた

いと思います。新潟県のものは安心して食べられると思ってもらってピーアールをして

もらいたい。 

○ 輸入食品の安全確保をきちんとやってもらいたい。消費者も勉強して安全確保の不安

な物（アメリカ産牛肉、中国産野菜）等の食品を買わないようにして、その事で不良食

品を防げる方向になればよい。 

○ 国の方針も大事ですが、県として輸入牛肉の対応を慎重に取り組んでもらいたいです。

○ ＢＳＥの問題は２０年後３０年後に将来に問題が出てくるのではないかと心配してお

ります。 

○ 食べることが生きる道ですので不安解消できる道はないのでしょうか？ 

○ これからの子供達の将来を思い、学校での指導をよろしくお願いしたい。地産地消も大

事だけど海外の食物の安全性もお願いしたい。 

○ 輸入品の産地の明記について加工した場所が産地表示となるとのことですが？正しい

輸入国の表示は可能か。 

○ 食品添加物でのソルビット、ソルビン酸が入っているのに明記していない食品も有る

のでは？抗生物質の使用量が多いことを家畜を育てている人から聞きました。パックで

売っている豚肉、鳥肉の色と照りを良くするために薬品を塗っているのでは？早急に調

べて欲しい。野菜、果物（国内、国外産）の残留農薬は目に見えない物なので不安。年

に何度か調べて結果報告をしてほしい。遺伝組換えの大豆、麦、豆腐、みそ、ご飯に混

ぜる麦は年に何度か調べて結果報告して欲しい。 

○ 食品表示が偽造されていたり、異物が混入されていたりなどが最近の多いため、監視指

導を徹底して欲しい。 

○ 食育には関心があります。私は農業者ですが低農薬無農薬野菜や堆肥を作り、肥用とし

て使ったりしています。今一番気になっていることは、輸入食品の安全性です。ほとん

どの食料を輸入に頼っている日本で子孫に農薬の残留がないか心配な所です。 

○ 子供達がまともな食事を与えられていない現状、朝食抜き、好きなものばかり食べる結

果どういう体と心が出来るのか不安です。親にも子にも食事の大切さ、感謝していただ

く心を学ばせて下さい。 

○ ＢＳＥ、鳥インフルエンザ、食中毒等はニュースで知ることが出来ますが、添加物、農

薬、遺伝子組換え、生産地等を消費者が知るには正確な表示が必要と思います。個人で

は得られない情報、品質検査等を県や行政に期待します。 

○ 食品や食材のほとんどを近くのスーパーで調達していますが、商品の表示を参考にし

ています。不当表示などが起こらないよう、業界に対する指導、監督の強化と共に表示
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内容のさらなる充実をお願いします。 

○ 直接口にする物だから、食品の安全を充分にしてほしい。 

○ 食品の製造、販売では「知らなかった」、「これくらいはいいだろう。」かあってはい

けません。悪質ケースの場合、即廃業してもらうくらいのことがあってもいいと思いま

す。 

○ 新潟県はお米を始め、果物、野菜など農業が盛んな県なので安全な食物ができるよう、

生産者を指導していただきたい。 

○ 私は自給自足の畑の農産物を作っていますが、畑の農産物の周りは、絶対に除草剤は使

用せず雪が降るまで草取りをしています。 

○ 軽い腰痛、ひざの関節等が気になって来ており、それに適した健康食品を常用しており

ますが、果たしてそれが効果があるのか不安です。気休めに飲んでいる様な気もいたし

ます。健康食品の不安を解決できるような基準をはっきりしていただきたいと思いま

す。 

○ 食品の生産者の食に対する安全・安心の意識の確立の指導 

○ 昔と違い、何でもお金さえ出せば手に入る時代、食べることは１日も欠かすことなく、

一生付き合わなければならないこと。せめて「旬」のものは添加物なして食べたいと思

う今日この頃。農薬、肥料など表示されていたわかりやすくうれしいと思う。 

 

● 食の安全・安心に関する情報提供に関する意見 

 

○ 食の安全・安心について近年まで恵まれていたと思う。最近それが脅かされる感あり。

恐ろしさを教えて下さい。 

○ 県では一生懸命取り組んでいると思うが、一般市民には伝わっていない。もっとわかり

やすい言葉で人の集まる場で一般人の目線でアピールして頂いたら良い。 

○ 遺伝子組換え食品について安全性は少しは報道されているようですが、メリットとデ

メリットの両方を細かく報道して欲しい。 

○ 今、日本の食は外国に依存しているのが現状です。マーケットで国産を探すことが困難

な程です。輸入食品の安全性をもっともっと知りたくても、会社勤めをしていると情報

収集が限られてくる。必ず１日に１回目を通すもの、又は見るもの（例えばテレビ、新

聞等）に情報を入れて欲しい。 

○ 今は高齢者が多い社会なので、高齢者向けの食のすすめの情報をもっとチラシ、テレ

ビ、町内回覧板に載せてもらいたい。 

○ 情報提供に関して、一部の所、人で分かるのではなく、幅広く提供した方が良い。もっ

と沢山の年齢層の目に触れれば、色々な事を知ることが出来る。 

○ 有機農業に取り組んでいる農家の情報提供をしてほしい。 

○ ホームページ（パソコン）では、もっていない人もいるので、皆がわかるように！ 

○ 食の安全性についてもっと知りたいです。大量に消費する日本国民の食料安定供給を

賄うために、海外・国内の生産（業）者・食料品の輸出入業者が、どのような方法で大
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量の食料を生産・供給しているかです。まともな方法では現在の供給は無理なのではな

いでしょうか。まずは、その辺の実態・実情を公にして欲しいです。「食育」も含め、

学校・家庭教育・地域の場にその情報を提供してもらいたいです。 

○ 新聞、テレビはＢＳＥ、鳥インフルエンザなどの情報について、どう処理されたかまで

情報提供するべき。 

○ これからの孫達の育成、食生活が気になります。県民だより８月号が新聞に入っており

ましたが食について何も書いてなかった。 

○ せっかく多くの情報を提供してくださっているようですが、残念ながら興味がなく今

まで全く知りませんでした。情報提供のやり方をもっと斬新なカタチに変え人々から興

味を持ってもらうことが、必要と考えます。特に若い世代に受け入れられるために、も

っとメディアを活用してみては、と考えます。 

○ 食育月間、食育の日、ましてや「食の安全・安心条例」があることを知りませんでした。

以前から肉、魚、野菜は国産の物しか口に入れていません。それもなるべく県内物を購

入するようにしています。信頼から国内の物を食卓に載せているので、これからもよろ

しくお願いします。 

  今一番知りたいことが遺伝子組換え食品の安全性です。 

○ 小学生の子供２人を家族に持つ家庭としては、自宅だけでなく学校給食も含め、食の安

全にはとても関心があります。大人だけでなく、子供にもわかりやすい（理解すること

が第１だと思うから）情報提供、学習の場があるとうれしいです。 

○ もっと家庭に情報が届きやすい方法で取組をお願いします。 

○ はっきり言って県の制定した条例や食育の日なるものをまったく知りませんでした。

学校で盛んに「食育」という言葉を使うようになったから知っているだけです。私によ

うな人間が多いのではないでしょうか？ 

○ 行政は理解しやすい言葉での伝え方をお願いしたいと思います。横文字ばかりのもの

は苦手です。消費者も情報ばかりに振り回され気味の部分があるようです。全ての始ま

りは愛情で、大切な人達の健康を考えたとき、自分なりの情報収集、食品選び、食生活

の改善は１０年後、２０年後を考えてとても大切です。特にキチンと朝食を取らず学校

へ行くことはあってはなりません。 

○ 食の安全についての情報が欲しいです。新聞、広報誌などを通じてどんどん提供して頂

きたいです。 

○ 全県民に内容を認知させるというのは難しい問題だと思います。ただ、食生活が変わっ

た事による生活習慣病の定着、遺伝子組換えやＢＳＥ等の問題がある現状をもっと理

解しやすい説明で認知させてほしい。 

○ 自治体との連絡を密にし、自治体の窓口から地域、町内との流れがいいと思います。 

○ 食育については知っていましたが、もっと身近な情報提供が欲しいと思う。それにはテ

レビや回覧板など、必ず目を通すものが良いのでは？ 

○ 県民は流通している食品は安全と認識しています。食品添加物、ダイオキシン等、微量

で長期間摂取することで病の症状が後になってわかり、子孫の代まで影響を及ぼすも
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のについてわかりやすく、情報を提示してもらいたい。 

  特に環境ホルモン、ダイオキシンは、いくつかの書籍を読んで不安を感じているが、安

全の確認をして頂きたい。 

○ 自然の農作物でも、例えばモロヘイヤの芽は毒ということはあまり知られていないた

め、調理する際に注意すべき事項をお年寄りでもわかりやすいような資料などを作成し

てほしい。 

○ もっと県民に伝わるような工夫が必要だと思う。 

○ これまでも広報紙等で情報は提供されてると思いますが、何のどこを見ればいいのか

常に情報が知り得るという取組も必要と思います。 

○ 新聞は取っていないし、ラジオを持っていない。パソコンもないのでインターネットも

見ることが出来ません。簡単に気軽にそれでいて正しい情報が誰にでもわかりやすく、

伝えることをお願いします。 

○ 県が行っている取組や条例の制定を全く知らなかったので、誰もが知ることが出来る

ような県民への情報提供の方法などを考えるようにして欲しい。情報が活かされる場が

なければ、やっていることが全て無駄ではないでしょうか？税金を使ってやっているこ

とであるなら、県民としてはその効果があることを期待しています。 

○ 遺伝子組換えのメリット、デメリット等わかりやすく紹介して欲しいと思います。国内

で生産が間に合わないのであればそれも仕方のないことと思っています。 

○ 小学生くらいの子供でも、わかりやすいように、誰にでもわかるように情報の提供をし

ていただけるとありがたいと思います。その方がいろいろな年齢層に浸透していくの

ではないでしょうか。 

○ わかりやすい方法で、県民に知らしめる方法を考えていただきたい。 

○ 安全・安心な食物の具体的情報の提供をお願いしたい。生産地、生産者の明記。簡単な

料理方法、カロリー計算。病気に対する効果。食べることの意味等 

○ 条例については、県がどのような方法で県民に知らせたのかが知りたい。 

○ 食に関する知識も選択する力もきちんと正しい情報がなければ、県民に広く知れ関心

を持ってもらえない。食の安全や食育が大切なことだとわかっていても便利なコンビニ

やレトルトをつい利用してまうのが現実。子供達の健全な発育のためには、もっと県民

に受け入れられる情報提供を工夫するべきと思う。難しい言葉を並べるだけなら結局あ

る程度知識も関心もある人にしか耳をを傾けてもらえない。 

○ 食育月間が６月であるとか、食育の日が毎月１９日で、また、にいがた食の安全・安心

条例の制定も、アンケート用紙を見るまで知りませんでした。どのような方法で発表さ

れているのか、情報提供は町内回覧板等が親しみやすく望ましい。 

○ 文字だけでなく、絵なども入れて理解しやすい方法でお願いできたらと希望していま

す。 

○ 毎日、口にするものの安全性にも感じています。子供を通して、学校からお知らせ等で

興味を持ちましたが、なかなか毎日の食事の用意する時にじっくり食材の表示に細か

く目を通せず、表示の見方等、参考にすべきことなど、いろいろ情報があれば、もっと
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よいかなと思います。 

○ 食の安全・安心は大切だと思うが、危険であるものの情報はもっと早く知りたいです。

 

● 地産地消に関する意見 

 

○ もっと新潟県産の食品をＰＲして欲しい。 

○ 新潟県は米、お酒、魚、野菜などに恵まれた県です。とにかく水が良い。昔の人の食生

活は今より貧相でしたが、現代人より体が丈夫でした。もっともっと地域に密着した食

品を取り入れて欲しいです。学校給食も地元の食品を更に沢山取り入れて欲しいです。

○ 田畑が宅地に変わって、輸入に頼ることになるのか心配です。 

○ 地域の農産物販売の情報などがあったらうれしいです。 

○ 地元新潟県産の推奨アピール。旬の物を出来るだけ購入したい。生産者にも意欲的に安

全でおいしい物を作っていただき、それを私（消費側）たちが輸入物に頼らず、自給自

足できる国になっていければ良いのですが。 

○ 学校給食では、地産の物（米・野菜類）を取り入れて頂いております。給食だよりにて

も、生産者の写真があり、とても良く分かります。どんどん地産の物を給食に出し、子

供達にも分かってもらいたいです。特に米粉パンがおいしいそうです。 

○ このアンケートをいただくまで食についての関心がありませんでしたが、地域野菜ら

等にもっと気を付けていきたいと思います。 

○ 子供達には、地元で取れた食材を食べさせて欲しいのと、安全な食品を食べさせて欲し

い。 

○ 昔からの野菜の収穫の時期がまったくわからない感じがします。 

○ 子供（１０ヶ月）がいるので、食の安全がとても気になる。（農薬や添加物など）信頼

できる生産者から安心できる食材を購入したい。地産地消の取組に期待します。 

○ 現在の食品には添加物も多く含まれ、野菜にも農薬が使用されるのが当たり前になっ

ています。子供のために安全な食品をと思うと、無添加の食品は高価で手が出ない現状

もあります。未来を担う子供達のために安全な食品が手に入る生活を送れるように、地

場産食品を多く取り入れるなどしていけるように期待しています。 

○ 県の生産物品などに私たち県民も、もっと力をいれて、後押しをしたいものです。 

 

● 禁煙・分煙の取組に対する意見 

 

○  喫煙の危険性を海外のように、喉頭ガンや肺ガン患者から危険を話してもらうなど、喫

煙の教育を新潟から始めて欲しいです。 

 


